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Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Accessのインストールと構成

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Accessのインストールと構成
表 1–1に、Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessのインストールと構成に必要な
作業を示します。指定された順番どおりに、各作業を行ってください。

表 1–1作業マップ : Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessのインストールと構成

作業 参照先

インストールを計画する 6ページの「Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Access
のインストールと構成の計画」

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Accessパッケージをインストールす
る

8ページの「SWIFTAlliance Accessをインストールして
構成する」

インストールと構成を確認する 10ページの「SWIFTAlliance Accessのインストールと
構成を確認する」

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Accessを登録して構成する

14ページの「Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Access
の登録と構成」

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Accessのインストールと構成を確認
する

16ページの「Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Access
のインストールと構成の確認」

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Accessの障害モニターを理解する

17ページの「Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Access
障害モニターの概要」

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Accessをデバッグする

17ページの「Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Access
のデバッグ」
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Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Accessの概要
HAエージェントは SWIFTAlliance Accessバージョン 4およびバージョン 5で動作し
ます。SWIFTAlliance Accessは DCEに依存するので、Solaris対応の IBM DCEバー
ジョン v3.2ソフトウェアがインストールされている必要があります。SWIFTAlliance
Access™は SWIFTの商標です。

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessデータサービスのメカニズムによって、
Sun Clusterサービスの順序正しい起動、停止、障害モニター、自動フェイルオーバー
を実行できます。次の Sun Clusterコンポーネントは、Sun Cluster HA for
SWIFTAlliance Accessデータサービスによって保護されます。

表 1–2コンポーネントの保護

コンポーネント 保護するデータサービス

DCEデーモン Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Access

注 – HAエージェントが提供する障害モニターは、DCEコンポーネント専用です。し
たがって、SWIFTAlliance Accessが停止した場合、自動的な再起動は行なわれませ
ん。この動作は、SWIFTから明示的に要求されたものです。 Sun Clusterソフト
ウェアに不慣れなユーザーは、クラスタ上で稼働していない場合と同様にこのアプリ
ケーションを操作できます。HAエージェントは、起動、停止、フェイルオーバー、
およびスイッチオーバーを実行します。したがって、ノードで障害が発生すると、他
のノードでアプリケーションが自動的に起動します。

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Accessのインストールと構成の計画
ここでは、Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessのインストールと構成の計画に
ついて説明します。
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構成上の制限事項

注意 –次の制限事項を守らないと、データサービスの構成がサポートされない場合が
あります。

ここで示す制限事項を考慮して、Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessのインス
トールと構成の計画を行ってください。ここでは、Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Accessにのみ適用されるソフトウェアとハードウェア構成の制限事項を示します。

すべてのデータサービスに適用される制限事項については、Sun Clusterご使用にあ
たってを参照してください。

� Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessは HAエージェントとしてのみ構成でき
ます。スケーラブルエージェントとして構成することはできません。

� SWIFTAlliance Accessソフトウェアは、グローバルファイルシステムにインス
トールする必要があります。フェイルオーバーファイルシステムを使用するのが最
良です。IBM DCEソフトウェアは、ローカルストレージにインストールする必要
があります。

構成の要件

注意 –次の要件を満たさないと、データサービスの構成がサポートされない場合があ
ります。

ここで示す要件に従って、Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessのインストール
と構成の計画を行ってください。これらの要件は、Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Accessにのみ適用されます。 Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessのインストー
ルと構成を始める前に、次の要件を満たしておく必要があります。必須パスレベルの
インストールとソフトウェアそのもののインストールについては、SWIFTAlliance
Accessのインストールガイドに従ってください。

� Sun Clusterコンポーネントと依存関係— Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Accessデータサービスは、Sun Clusterインスタンスとそれぞれのコンポーネント
を保護するように構成できます。以下、各コンポーネントとコンポーネント間の依
存関係について簡単に説明します。

表 1–3 Sun Clusterと依存関係 (→記号で示す)

コンポーネント 説明

DCEデーモン → SUNW.LogicalHostリソース

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessのインストールと構成 7



表 1–3 Sun Clusterと依存関係 (→記号で示す) (続き)
コンポーネント 説明

SWIFTAlliance Access → SUNW.LogicalHostリソース

→ SUNW.HAStoragePlusリソース

SUNW.HAStoragePlusリソースは、SWIFTAlliance Accessシス
テムのマウントポイントを管理し、ファイルシステムがマウント
されるまでは Sun Clusterが起動しないようにします。

→ DCEデーモン

Sun Clusterコンポーネントには構成/登録ファイルが 2つあり、ファイルは
/opt/SUNWscsaa/utilに格納されています。これらのファイルによって、デ
フォルト値を使用して Sun Clusterに Sun Clusterコンポーネントを登録できま
す。

これらのファイル内では、適切な依存関係がすでに定義されています。リソースに
別の名前を使用する場合は、 saa_config ファイルを更新してから
saa_registerスクリプトを実行してください。

SWIFTAlliance Accessのインストールと
構成
ここでは、SWIFTAlliance Accessをインストールして構成する手順について説明しま
す。

このあとのセクションでは、SWIFTAlliance Access用の特定のディレクトリへの参照
が行なわれますが、これらのディレクトリはユーザーが選択できます。

SWIFTAlliance Accessをインストールして構成す
る
次の手順で、SWIFTAlliance Accessをインストールして構成します。

1. SWIFTAlliance Access用のリソースを作成します。

� SWIFTAlliance Access用のリソースグループを作成する –

# scrgadm -a -g swift-rg

� 論理ホストを作成する – DCEには論理ホストが必要です。両方のクラスタノー
ドで、/etc/hostsファイルにホスト名と IPアドレスを必ず追加してください。
論理ホストを登録してリソースグループに追加します。

8 Sun Cluster 3.1 Data Service for SWIFTAllianceアクセスガイド • 2003年 10月, Revision A



# scrgadm -a -L -g swift-rg -j swift-saa-lh-rs -l swift-lh

� デバイスグループとファイルシステムを作成する— SWIFTAlliance Access用
のデバイスグループとファイルシステムを作成します。グローバルファイルシ
ステムの作成手順については、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストー
ル』を参照してください。

� HAstoragePlusリソースを作成する –グローバルストレージを使用できます
が、できるだけ HAStoragePlusフェイルオーバーリソースを作成して、
SWIFTAlliance Accessアプリケーションと構成データを組み込んでください。

例ではパスとして /global/saadg/allianceを使用していますが、任意の保管場
所を選択できます。

# scrgadm -a -g swift-rg \

-j swift-ds \

-t SUNW.HAStoragePlus \

-x FilesystemMountPoints=/global/saadg/alliance

� リソースグループをオンラインにする—リソースグループをオンラインにして
IPアドレスを有効にし、ストレージにアクセスします。

# scswitch -Z -g swift-rg

� 構成ディレクトリを作成する—SWIFTAlliance Access情報を保管する構成
ディレクトリを作成し、/usrからのリンクを作成します。

# cd /global/saadg/alliance

# mkdir swa

# ln -s /global/saadg/alliance /usr/swa

2. すべてのノードに IBM DCEクライアントソフトウェアをインストールする –
SWIFTAlliance Accessは IBM DCEクライアントソフトウェアを必要とします。
SWIFTAlliance Accessアプリケーションより先にインストールして構成する必要
があります。

� IBM DCEクライアントソフトウェアをインストールする—ローカルディスク
を使用してこのソフトウェアをインストールします。このソフトウェアは、
Sunのパッケージ形式で配布されています。 (IDCEclnt)インストールされた
ファイルは、システム上のさまざまな場所に置かれるので、グローバルファイ
ルシステムにインストールすることは推奨できません。このソフトウェアは、
すべてのノードにインストールする必要があります。

# pkgadd -d ./IDCEclnt.pkg

� DCEクライアント RPCを構成する

# /opt/dcelocal/tcl/config.dce —cell_name swift —dce_hostname swift-lh RPC

� DCEをテストする

すべてのノードでテストを実行します。

# /opt/dcelocal/tcl/start.dce

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessのインストールと構成 9



dcedデーモンが動作していることを確認します。

# /opt/dcelocal/tcl/stop.dce

3. SWIFTAlliance Accessソフトウェアをインストールする—このソフトウェアの
インストールには、共用ストレージを使用します。このインストール作業では、シ
ステムファイルを変更したあと、システムを再起動します。再起動後に、同じノー
ド上でインストールを続ける必要があります。もう 1つのノードでもソフトウェア
のインストールを繰り返しますが、アクセスコードを指定する前にインストール
を終える必要があります。

4. SWIFTAlliance Accessのその他の構成—クライアントがフェイルオーバー IPア
ドレスに接続できるように、SWIFTAlliance Accessソフトウェアのデータサブ
ディレクトリに、.alliance_ip_nameという名前のファイルを作成する必要が
あります。例と同じファイルシステムを使用する場合、ディレクトリは
/global/saadg/alliance/data になります。ファイルには、SAA リソース内
に設定された論理ホストの IPアドレスを指定する必要があります。

SWIFTAlliance Accessのインストールと
構成を確認する
ここではインストールと構成を確認する手順について説明します。

� SWIFTAlliance Accessのインストールと構成を確
認する
次の手順で、インストールと構成を確認します。データサービスをまだインストール
していないため、この手順ではアプリケーションが HAとして構成されているかを確
認することはできません。

1. SWIFTAlliance Accessアプリケーションを起動します。

# su - all_adm

アプリケーションの GUIが起動します。DCEが起動していない場合は、GUIから
起動してください。「OS Configuration」、「DCE RPC」、「Alliance」、
「Start SWIFTAlliance Servers」の順に選択します。

2. アプリケーションをテストします。

GUIを起動し、メニュー項目を「Alliance」、「Start User Interface」の順に選択
します。

3. SWIFTAlliance Accessアプリケーションを停止します。
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GUIが起動していない場合は、GUIを起動します。

# su - all_adm

メニューを「Alliance」、「Stop SWIFTAlliance Servers」の順に選択します。

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Accessのインストール
Sun Clusterを初めてインストールするときに、Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Accessパッケージをインストールしなかった場合は、次の手順でパッケージをインス
トールしてください。この手順は、Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Access
パッケージをインストールする各クラスタノードで実行します。この手順を実行する
には、Sun Cluster Agents CD-ROMが必要です。

複数のデータサービスを同時にインストールする場合は、『Sun Cluster 3.1 10/03ソフ
トウェアのインストール』の「ソフトウェアのインストール」に記載されている手順
を実行してください。

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessパッケージは、次のどちらかのインストー
ルツールを使用してインストールします。

� Web Startプログラム
� scinstallユーティリティー

注 – Web Startプログラムは、Sun Cluster 3.1データサービス 10/03より前のリリー
スでは利用できません。

� Web Startプログラムを使用して Sun Cluster HA
for SWIFTAlliance Accessパッケージをインストー
ルする
Web Startプログラムは、コマンド行インタフェース (CLI)またはグラフィカルユー
ザーインタフェース (GUI)のどちらでも実行できます。作業の内容と順序は、CLIで
も GUIでも同様です。Web Startプログラムの詳細は、installer(1M)のマニュア
ルページを参照してください。
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注 – CD-ROMがロードされているマシンにリモート接続している場合に GUIでWeb
Startプログラムを実行するときは、DISPLAY環境変数が設定されていることを確認
してください。この環境変数が設定されていないと、Web Startプログラムは CLIを
使用して実行されます。

1. Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessパッケージをインストールするクラス
タノードで、スーパーユーザーになります。

2. CD-ROMドライブに Sun Cluster Agents CD-ROMをロードします。

ボリューム管理デーモン vold(1M)が実行され、CD-ROMデバイスを管理するよ
うに構成されている場合、CD-ROMは /cdrom/scdataservices_3_1_vb
ディレクトリに自動的にマウントされます。

3. CD-ROMの Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessコンポーネントディレク
トリに移動します。

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessデータサービス用のWeb Startプログラ
ムはこのディレクトリにあります。

# cd /cdrom/scdataservices_3_1_vb/components/SunCluster_HA_SWIFT_3.1

4. Web Startプログラムを起動します。

# ./installer

5. プロンプトに対して、インストールのタイプを選択します。

� Cロケールだけをインストールする場合は、「一般」を選択します。
� その他のロケールをインストールする場合は、「カスタム」を選択します。

6. 表示される手順に従って、ノードに Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Access
パッケージをインストールします。

インストールが完了すると、Web Startプログラムがインストールサマリを提供し
ます。このサマリによって、インストール中にWeb Startプログラムが作成したロ
グを表示できます。これらのログは、/var/sadm/install/logsディレクトリ
にあります。

7. Web Startプログラムを終了します。

8. CD-ROMドライブから Sun Cluster Agents CD-ROMを読み取り解除します。

a. CD-ROMが使用されないように、CD-ROM上には存在しないディレクトリに
移動します。

b. CD-ROMを取り出します。

# eject cdrom
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次の作業
14ページの「Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessの登録と構成」に進みま
す。

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Accessパッケージのインストール
ここでは Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessパッケージのインストール手順に
ついて説明します。

� scinstallを使用して Sun Clusterに Sun Cluster
HA for SWIFTAlliance Accessパッケージをインス
トールする
次の手順を使用して、SC3.1に Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessパッケージ
をインストールします。この作業には、Sun Cluster Agents CD-ROMが必要です。こ
の手順は、Sun Clusterの初期インストール時にデータサービスパッケージをインス
トールしていない場合を想定しています。

Sun Clusterのインストール時に Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessパッケー
ジをインストールした場合は、14ページの「Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Accessの登録と構成」に進んでください。

それ以外の場合は、次の手順で、Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessパッケー
ジをインストールします。この作業は、Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Access
データサービスを実行できるすべてのノードで行います。

1. CD-ROMドライブに Sun Cluster Agents CD-ROMを挿入します。

2. オプションを指定しないで scinstallユーティリティを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. メニューオプション「新しいデータサービスのサポートをこのクラスタノードに追
加」を選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが
表示されます。

4. Sun Cluster Agents CD-ROMのパスを指定します。

ユーティリティーはこの CDをデータサービス CD-ROMとして示します。
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5. メニューオプションの「q)完了」を選択します。

6. 「他のデータサービスも表示しますか」という問いに yesを入力します。

ユーティリティーはこの CDをデータサービス CD-ROMとして示します。

7. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、この選
択内容の確認が求められます。

8. scinstallユーティリティーを終了します。

9. ドライブから CDを取り出します。

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Accessの登録と構成
ここでは Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessの構成手順について説明します。

� フェイルオーバーサービスとしての Sun Cluster
HA for SWIFTAlliance Accessの登録と構成方法
次の手順で、Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessをフェイルオーバーデータ
サービスとして構成します。この手順は、Sun Clusterの初期インストール時にデータ
サービスパッケージをインストールしている場合を想定しています。

Sun Clusterの初回のインストール時に Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Access
パッケージをインストールしていない場合は、13ページの「scinstallを使用して Sun
Clusterに Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessパッケージをインストールす
る」に進んでください。

それ以外の場合は、次の手順で、フェイルオーバーサービスとして Sun Cluster HA
for SWIFTAlliance Accessデータサービスを構成します。手順 1から 6は、通常は
IBM DCEと SWIFTAlliance Accessソフトウェアをインストールするための準備とし
て、すでに行われています。8ページの「SWIFTAlliance Accessをインストールして
構成する」を参照してください。したがって、通常は手順 7から実行します。

1. Sun Clusterのホストとなるクラスタノードの 1つで、スーパーユーザーになりま
す。

2. SUNW.gdsというリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.gds
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3. SUNW.HAStoragePlusというリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStoragePlus

4. フェイルオーバーリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g swift-rg

5. Sun Clusterディスク記憶装置用のリソースを作成します。

# scrgadm -a -j swift-ds \

-g swift-rg \

-t SUNW.HAStoragePlus \

-x FilesystemMountPoints=/global/saadg/alliance

6. Sun Cluster論理ホスト名用のリソースを作成します。

# scrgadm -a -L -j swift-lh-rs \

-g swift-rg \

-l swift-lh

7. SWIFTAlliance Access用のリソースを作成します。

最も簡単な方法は、SWIFTAlliance Access HAエージェントに組み込まれている登
録スクリプトを実行することです。このスクリプトを実行する前に、リソース名
が /opt/SUNWscsaa/util/saa_configに設定されている名前と一致している
ことを確認してください。

# /opt/SUNWscsaa/util/saa_register

8. Sun Clusterディスク記憶装置と論理ホスト名のリソースが組み込まれたフェイル
オーバーリソースグループを有効にします。

# scswitch -Z -g swift-rg

9. 手動で SWIFTAlliance Accessインスタンスを起動します。

su - all_adm

The GUI will open up. From within the GUI, select the menu

Alliance - Start Alliance Servers

10.手動で SWIFTAlliance Accessを停止します。

su - all_adm

The GUI will come up. Stop the application from within the GUI.

11.各 Sun Clusterリソースを有効にします。
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# scstat -g

# scswitch -e -j Sun Cluster-resource

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Accessのインストールと構成の確認
ここでは、データサービスが正しくインストールされて構成されているかどうかを確
認する手順について説明します。

� Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessのイン
ストールと構成の確認方法
次の手順で、Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessが正しくインストールされ、
構成されているかどうかを確認します。

1. Sun Clusterのホストとなるクラスタノードの 1つで、スーパーユーザーになりま
す。

2. すべての Sun Clusterリソースがオンラインになっていることを scstatで確認
します。

# scstat

オンラインになっていない Sun Clusterリソースごとに、次のように scswitch
コマンドを使用します。

# scswitch -e -j Sun Cluster- resource

3. scswitchコマンドを実行し、 Sun Clusterリソースグループをほかのクラスタ
ノード (node2など)に切り替えます。

# scswitch -z -g swift-rg -h node2

4. SWIFTAlliance Accessが最初のノードでは停止し、もう 1つのノードでは再起動
することを確認します。フェイルオーバーファイルシステムを使用している場合
は、最初のノードからファイルシステムがなくなり、第 2ノードにマウントされま
す。
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Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Access障害モニターの概要
この情報は、Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Access障害モニターを理解するうえ
で役立ちます。ここでは、Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Access障害モニターの
プローブアルゴリズムまたは機能について説明し、プローブの失敗に関連する条件、
メッセージ、回復処理を示します。

障害モニターの概念については、『Sun Cluster 3.1の概念』を参照してください。

リソースプロパティ
Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Access障害モニターでは、リソースタイプ
SUNW.gdsと同じリソースプロパティを使用します。使用するリソースプロパティの
全リストについては、SUNW.gds(5)のマニュアルページを参照してください。

検証アルゴリズムと機能
障害モニターが検証するのは DCEデーモンだけです。SWIFTAlliance Accessに組み
込まれている実行可能ファイルは検証しません。これは Swiftからの明示的な要求で
す。オペレータはクラスタを意識しないで、SWIFTAlliance Accessを起動したり停止
したりできます。

自動フェイルオーバーが発生した場合、通常は DCEに問題があります。
SWIFTAlliance Accessアプリケーションによるフェイルオーバーは、現在のノードで
起動できなかった場合だけ発生します。

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Accessのデバッグ

� Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessのデ
バッグを有効にする
ここでは、Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessのデバッグを有効にする方法に
ついて説明します。
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Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessは複数の Sun Clusterインスタンスで使用
できます。デバッグは、すべての Sun Clusterインスタンスに対して有効にすること
も、特定の Sun Clusterインスタンスに対して有効にすることもできます。

Sun Clusterコンポーネントごとに DEBUGファイルがあり、/opt/SUNWscsaa/etc
に格納されます。saaは個々の Sun Clusterコンポーネントを表す 3文字の略語で
す。

これらのファイルによって、Sun Clusterの特定のノードで特定の Sun Clusterインス
タンスに対してデバッグを有効にすることも、またはすべての Sun Clusterインスタ
ンスに対してデバッグを有効にすることもできます。Sun Cluster全体にわたって、
Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Accessのデバッグを有効にしなければならない場
合は、Sun Cluster内のすべてのノードでこの手順を繰り返す必要があります。

1. /etc/syslog.confを編集します。

/etc/syslog.conf を編集し、daemon.notice を daemon.debug に変更しま
す。

# grep daemon /etc/syslog.conf

*.err;kern.debug;daemon.notice;mail.crit /var/adm/messages

*.alert;kern.err;daemon.err operator

#

daemon.notice を daemon.debug に変更し、syslogd を再起動します。次に
示す grep daemon /etc/syslog.conf コマンドの出力例では、
daemon.debugが設定されています。

# grep daemon /etc/syslog.conf

*.err;kern.debug;daemon.debug;mail.crit /var/adm/messages

*.alert;kern.err;daemon.err operator

#

# pkill -1 syslogd

#

2. /opt/SUNWscsaa/etc/configを編集します。

/opt/SUNWscsaa/etc/config を編集し、 DEBUG= を DEBUG=ALL または
DEBUG= resourceに変更します。

# cat /opt/SUNWscsaa/etc/config

#

# Copyright 2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.

# Use is subject to license terms.
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#

# Usage:

# DEBUG=<RESOURCE_NAME> or ALL

#

DEBUG=ALL

#

注 –デバッグを無効にするには、この手順を逆に実行して下さい。
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